
　

先
日
、
夜
の
会

議
に
小
学
校
３
年

の
子
ど
も
を
連
れ

て
参
加
し
て
、
午

後
10
時
に
帰
宅
し

た
あ
と
、
子
ど
も

の
連
絡
帳
を
見
て
愕が

く

然ぜ
ん

と
し

た
。「
持
物
：
書
写
で
使
う
半

紙
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
間

か
ら
で
は
準
備
が
で
き
ず
、
申

し
訳
な
い
思
い
で
、
翌
朝
に
子

ど
も
を
学
校
に
送
り
出
し
た
。

子
ど
も
と
２
人
で
暮
ら
し
な
が

ら
労
働
組
合
の
専
従
の
仕
事
を

し
て
い
る
私
は
、
子
ど
も
を
朝

送
り
出
し
て
出
勤
し
、
会
議
や

オ
ル
グ
の
準
備
を
し
て
か
ら
学

童
に
迎
え
に
行
き
、
子
連
れ
で

行
動
に
参
加
し
て
い
る
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
職
場
・
組
合

員
・
地
域
の
子
育
て
仲
間
の
理

解
と
支
え
の
中
で
働
け
て
い

る
。

　

み
な
さ
ん
も
、
職
場
や
家
庭

で
担
っ
て
い
る
役
割
を
簡
単
に

変
わ
れ
る
状
況
に
は
な
い
は
ず

だ
。
私
は
時
間
調
整
や
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
も
し
て
働
け
て
い
る

が
、
現
場
の
組
合
員
は
、
時
差

勤
務
や
体
制
の
確
保
な
ど
に
追

わ
れ
な
が
ら
「
こ
の
ま
ま
働
き

続
け
ら
れ
る
か
」
と
苦
悩
し
て

い
る
。
子
育
て
だ
け
で
は
な

く
、
介
護
な
ど
も
含
め
て
、
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
働
い
て

い
る
。
国
は
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
を
う
た
う
が
、
子
ど
も

・
障
害
の
あ
る
人
・
高
齢
者
を

支
え
る
福
祉
職
員
の
両
立
支
援

は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
ま
ま

だ
。
こ
の
こ
と
に
み
ん
な
で
も

っ
と
怒
っ
て
い
い
と
思
う
。
自

分
の
生
活
も
み
ん
な
の
尊
厳
も

大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
し
て
い

き
た
い
。

�

（
西
田
）
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　５月19日、障害福祉関係団体（公益財団法
人日本知的障害者福祉協会、全国社会就労セ
ンター協議会、全国身体障害者施設協議会、
全国社会福祉法人経営者協議会）は４月に実
施した「障害福祉現場における賃上げ・物価

高騰・離職等の状況調査」の結果を発表。25
年度の賃上げ率は全産業平均よりも低く、前
年度よりもその格差が拡大したと指摘。この
ままでは他産業への人材流出は避けられない
とし、さらなる財政支援を強く求めた。

障害福祉関係団体が調査を発表 さらなる財政支援を求める

参
院
選
に
む
け
て
活
用
を
よ
び
か
け
て
い
る
宣
伝
・
対
話
用　
　

チ
ラ
シ
『
選
挙
に
行
こ
う
！
わ
た
し
の
１
票
で
政
治
が
変
わ
る
』

を
平
均
す
る
と
、
手
取
り
30

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
税
・
社
会
保
険
料
を
引

く
前
の
額
面
で
36
万
円
に
相

当
し
、
全
産
業
平
均
の
賃
金

と
同
じ
水
準
で
す
。
ま
た
、

す
ぐ
に
増
員
し
た
い
職
員
数

は
、
ク
ラ
ス
や
ユ
ニ
ッ
ト
単

位
で
２
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
職
員
の
賃
上
げ
と

職
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
公
約
を
、
投
票
の

ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

戦
後
・
被
爆
80
年
を
迎
え

ま
す
。
政
府
の
計
画
で
は
、

22
年
度
に
５
・
４
兆
円
だ
っ

た
防
衛
費
は
27
年
度
に
は
約

11
兆
円
に
倍
増
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い

な
か
、
社
会
保
障
費
を
抑
制

し
て
、
防
衛
費
を
倍
増
す
る

政
策
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
日
本
被
団
協
（
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
）
は
、
国
家
賠
償
と
と
も

に
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
批
准
を
求
め
続

け
て
い
ま
す
。
憲
法
９
条
に

も
と
づ
く
平
和
外
交
・
対
話

に
よ
る
世
界
平
和
と
、
核
兵

器
廃
絶
に
力
を
尽
く
す
政
治

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
へ
の
要
請
、
選

挙
に
よ
る
政
治
の
転
換
に
よ

っ
て
、
現
状
を
変
え
る
力
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会

ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会

す
ぐ
必
要
な
賃
金
額

す
ぐ
必
要
な
賃
金
額

増
員
の
人
数
は
？

増
員
の
人
数
は
？

　

昨
年
か
ら
と
り
く
ん
で
い

る
「『
賃
金
足
り
て
る
？
』

『
休
み
と
れ
て
る
？
』
ホ
ン

ネ
の
ト
ー
ク
会
」
で
出
さ
れ

た「
今
す
ぐ
必
要
な
賃
金
額
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

全
国
一
律
最
賃

全
国
一
律
最
賃

消
費
税
の
減
税
も

消
費
税
の
減
税
も

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
む
け

て
、
ケ
ア
労
働
を
社
会
の
中

心
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
性

差
別
を
解
消
し
、
多
様
性
と

人
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に

つ
い
て
の
姿
勢
も
見
極
め
ま

し
ょ
う
。

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
セ

ッ
ト
に
し
た
全
国
一
律
制
の

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上

の
実
現
も
必
要
で
す
。
野
党

が
求
め
て
い
る
消
費
税
減
税

は
、
大
き
な
争
点
に
な
り
ま

す
。
財
源
も
含
め
て
、
政
策

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
秋
か
ら
と
り
く
ん
で
い

る
国
会
請
願
署
名
の
紹
介
議

員
は
、
過
去
最
多
の
１
１
４

人
に
な
り
ま
し
た
。
要
求
の

実
現
に
む
け
て
力
を
発
揮
し

て
く
れ
る
議
員
を
選
挙
で
多

数
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
職
場
で
の
要
求
活
動
、

「
生
活
が
苦
し
い
」

「
生
活
が
苦
し
い
」

「
退
職
者
の
後
が
…
」

「
退
職
者
の
後
が
…
」

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

　

「
物
価
が
上
が
り
す
ぎ
て

生
活
が
苦
し
い
」「
退
職
し

た
人
の
後
が
う
ま
ら
な
い
」

な
ど
の
声
が
多
く
の
組
合
員

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
チ

ャ
ン
ス
が
選
挙
で
す
。

　

福
祉
保
育
労
は
、
７
月
の

参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
、

特
定
の
政
党
や
候
補
者
を
組

織
と
し
て
推
薦
・
支
持
せ

ず
、
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員

が
、
自
ら
の
考
え
や
要
求
に

基
づ
い
て
投
票
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
、
と
り
く
み
を

す
す
め
ま
す
。

　

要
求
実
現
の
第
一
歩
は
、

要
求
活
動
で
法
人
の
経
営
努

力
を
引
き
出
す
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
賃
金

や
労
働
条
件
は
、
国
や
自
治

体
の
施
策
・
制
度
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
た
め
、

国
会
請
願
署
名
や
政
府
交

渉
、
自
治
体
要
請
な
ど
で
改

善
を
求
め
て
い
ま
す
。

参
議
院
選
挙　

７
月
20
日
投
票
（
予
定
）

わ
た
し
の
１
票
で

わ
た
し
の
１
票
で

政
治
が
変
わ
る

政
治
が
変
わ
る

　７月に参議院議員選挙がおこなわれます。７月３日
公示・７月20日投票の日程が有力です。３年ぶりの参
議院選挙で今回選ばれる議員は、６年間・2031年まで
の任期を務めることになります。昨秋の衆議院選挙で
与党が少数となったなか、今回の選挙は、「わたしの
１票」で、大きく政治が変わる可能性があります。１
～３面で、参議院選挙を特集します。

有楽町で「選挙に行こう！」と宣伝行動（５月23日）

参議院選挙は
２種類投票します

選挙区

候補者名を書いて
投票します

比例代表

政党名か
候補者名を
書いて
投票します

※�公示日翌日から期日前投票が
できます

ふ
く
し　

み
ら
い

〇
〇
〇
党

な
か
ま　

ひ
ろ
み

選挙に

行こう！



　憲法記念日の５月３日、全国各地で関連する集会やデモ
などの行動がおこなわれ、東京臨海広域防災公園での集会
には、昨年の３万2000人をこえる３万8000人が集まりまし
た。福祉保育労からも東京地本と中央本部の組合員10人が
参加しました。
　主催者あいさつで菱山南帆子さんは、「改憲の危機をは
ね返してこられたのは憲法集会を中心とした粘り強い市民
運動があったから」とし、「ミサイルではなく憲法で平和
をつくり出そう」と、署名や対話などをよびかけました。
　日本被団協（日本原水爆被害者団体協議会）の田中煕

てる

巳
み

代表委員は、「ここ数年間の核戦争の危険な状況を何とかし
て打ち破りたい。昨年、ノーベル委員会は、『核兵器は絶対
に使ってはいけない』という運動を70年にわたってつくり
あげ、80年間核戦争を起こさせなかった日本被団協の役割

　５月６日、被爆80年・2025年原水爆禁止国民平和大行進
の東京－広島コースの出発集会が東京・夢の島公園で開催
され、福祉保育労の組合員を含む約600人が参加しました。
　集会では、被爆者で日本被団協の家島昌志代表理事が
「唯一の戦争被爆国でありながら、日本政府は核保有国を
説得する勇気が出ないのか」などと批判しました。
　翌７日には、中央本部と神奈川県本部の組合員が参加。
北海道では、６日に出発したあと、中旬にかけて、札幌・
旭川・釧路などで組合員が行進しました（写真）。

を評価し、役割をもう一度果たしてほしいと平和賞を授与
した。93歳の私から、私たちの努力をみなさんに引き継い
でくださることをお願いしたい」などと力強く語りました。
　行動提起では、憲法を生かす運動は、選択的夫婦別姓や
同性婚の実現は13条が定める個人の尊厳を実現する課題だ
とふれました。あわせて、未来を決めるのは一部の政治家
ではなく一人ひとりで、都議選や参院選で、戦争のない平
和な社会、人権が尊重され、格差と貧困の是正をめざす社
会にむけて、今できる行動をとよびかけられました。
　政党からは、立憲民主党の辻元代表代行、日本共産党の
田村委員長、れいわ新選組の櫛

くし

渕
ぶち

共同代表、社会民主党の
福島党首などがあいさつし、連帯をアピールしました。

５月３日　東京臨海広域防災公園

５月６日　東京・夢の島公園など

５・３憲法集会に
昨年を上回る３万8000人

被爆80年を迎える平和行進がスタート！

晴
天
の
な
か
で
３
万

８
０
０
０
人
が
参
加

②③ 福祉のなかま第398号 2025年６月号

　

25
春
闘
で
は
、
公
定
価

格
が
10
・
７
％
引
き
上
げ

ら
れ
た
保
育
分
野
で
５
桁

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち

と
っ
た
分
会
が
相
次
い
だ

一
方
で
、
ゼ
ロ
歳
児
入
所

数
の
減
少
を
理
由
に
、
定

期
昇
給
の
み
と
い
う
回
答

に
押
し
切
ら
れ
た
分
会
も

少
な
く
な
い
。
組
合
員
の

要
求
へ
の
確
信
と
団
結
力

が
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ

て
い
る
。
５
桁
の
ベ
ア
で

も
物
価
高
騰
に
は
追
い
つ

か
ず
、
全
産
業
平
均
と
の

賃
金
格
差
は
ま
た
拡
大
し

た
。
職
場
の
労
使
関
係
だ

け
で
は
、
利
用
者
の
人
権

を
守
る
役
割
に
ふ
さ
わ
し

い
賃
金
水
準
は
実
現
し
な

い
。

　

福
祉
保
育
労
は
、
憲
法

が
保
障
す
る
請
願
権
を
行

使
し
て
、
国
会
請
願
署
名

や
厚
生
労
働
省
・
こ
ど
も

家
庭
庁
と
の
交
渉
、
自
治

体
要
請
や
地
方
議
会
へ
の

請
願
・
陳
情
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
ま
た
、
職
場
や

地
域
で
の
宣
伝
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
な
ど
、
現
場
実
態
の

可
視
化
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
す
ぐ
に
結
果
が
出

な
い
こ
と
で
、「
意
味
が

あ
る
の
か
」
と
疑
問
に
思

う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
個
々
の
活
動

が
有
機
的
に
結
び
つ
け
ば

大
き
な
変
化
を
生
み
出

す
。
２
０
０
６
年
か
ら
４

年
間
展
開
し
た
福
祉
人
材

確
保
運
動
で
は
、
請
願
署

名
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
・
福
祉
関
係
者
共
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど
を
展

開
し
、
政
府
に
介
護
労
働

者
の
賃
上
げ
を
含
む
緊
急

経
済
対
策
を
つ
く
ら
せ

た
。
要
求
実
現
に
向
け
た

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
福

祉
労
働
者
が
主
体
的
に
関

わ
れ
る
か
。「
私
な
ら
こ

ん
な
活
動
が
し
た
い
」
と

考
え
、
企
画
・
実
践
す
る

活
動
を
大
切
に
、「
こ
れ

を
下
回
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
最
低
基
準
で

あ
る
最
低
賃
金
や
職
員
配

置
基
準
を
引
き
上
げ
さ
せ

る
『
社
会
的
基
準
づ
く
り

運
動
』
を
す
す
め
た
い
。

　

労
働
三
権
を
は
じ
め
、

手
に
し
て
い
る
権
利
を
し

っ
か
り
行
使
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
そ

う
。
ま
ず
は
、
７
月
の
参

議
院
選
挙
で
選
挙
権
を
行

使
し
て
、
政
府
の
社
会
福

祉
政
策
を
転
換
さ
せ
る
変

化
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

横
の
つ
な
が
り
の

横
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
感
じ
る

大
切
さ
感
じ
る

貴
重
な
経
験
に

貴
重
な
経
験
に

い
の
ち
や
く
ら
し

い
の
ち
や
く
ら
し

人
権
を
ま
も
る

人
権
を
ま
も
る

職
場
・
社
会
に

職
場
・
社
会
に

大幅賃上げ大幅賃上げ＆＆増員増員
全国でアピール全国でアピール

第第
9696
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メ
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０
２
５
年
メ
ー
デ
ー

20
代
が
動
け
ば

政
治
が
く
ら
し
が

変
わ
る
可
能
性
が

●７日（土）　保育種別学習交流集会in香川　（～８日）
　　　　　　第33回非正規ではたらくなかまの全国交流集会
� in広島　（～８日）

６月

●11日（金）　今さら聞けない、組合の悩みを語りあおう
� 　　モヤモヤ・スッキリ！相談室（オンライン）
� 　　テーマ「労働相談」

７月

変
化
を
起
こ
す
の
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動

※�４月から６月は、福祉保育労おしらせ・おさそいキャンペーン
期間です。「福祉のなかま」５月号や組合リーフ、加入用紙な
どを福祉保育労共済のクリアファイルに入れて手渡しましょ
う。福祉保育労を知らせて、加入をよびかけましょう。組合
歴を問わず、６月までにワンコイン共済に新しく加入すると、
クオカード1000円が地方組織を通じてプレゼントされます。

「「戦戦
いくさゆいくさゆ

世世から80年 チビチリガマ 真実明らかにした調査」から80年 チビチリガマ 真実明らかにした調査」
� （沖縄テレビ）� （沖縄テレビ）
　80年前に米軍が上陸し、地上戦で多くの犠牲を生んだ沖縄。1945年４月、米
軍が迫るなか、読

よみ

谷
たん

村
そん

・波
なみ

平
ひら

地区の31家族140人が避難していたチビチリガマ
（ガマ＝自然壕）では、83人が集団自決によって犠牲に。教育によって、米軍
は鬼畜と恐れられ、残虐な仕打ちを受けるよりも肉親同士を殺しあうことを選
んだのでした。この惨劇を口にすることはタブーで、戦後38年間、誰も語るこ
とがありませんでした。作家や遺族などによる聴き取りによって、当時の状況
がようやく語られるようになり、いまは貴重な平和学習の戦跡となっていま
す。地元放送局のニュースがその経緯と関係者の思いを伝えています。

2025年４月放送
＊15分動画

３

　福祉保育労は５月23日の中央行動で、政府の担当者に福祉
職員の賃上げ・増員の実現を迫りました。制度・予算を大き
く変えるには、省庁に訴えつづけるとともに、７月の参議院
選挙で政治を変えていく必要があります。一人ひとりが身近
な自分ごととして、選挙をとらえあって、投票に行こうとよ
びかけます。

５
月
13
日
、
北
海
道
・
釧
路
保
育

分
会
の
組
合
員
（
左
の
２
人
）
と

通
し
行
進
者
（
中
央
）
な
ど

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
国
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し

に
予
算
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
人
権
問
題
に
と

り
く
む
伊
藤
和
子
弁
護
士

は
、
労
働
者
の
人
権
を
守
る

こ
と
は
雇
用
す
る
法
人
の
義

務
で
、
人
を
大
切
に
し
な
い

社
会
を
変
え
て
い
こ
う
と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

東
京
地
本
の
初
参
加
の
組

合
員
は
、「
い
ろ
ん
な
労
働

組
合
の
人
が
集
ま
っ
て
い

て
、
元
気
が
出
る
集
会
に
な

っ
た
。
写
真
も
撮
っ
た
の
で

分
会
に
も
報
告
し
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

組
合
員
あ
わ
せ
て
50
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。
全
労
連

の
秋
山
正
臣
議
長
は
、
25
春

闘
で
医
療
・
福
祉
分
野
な
ど

の
賃
上
げ
が
不
十
分
に
な
っ

　

東
京
都
内
の
代
々
木
公
園

で
開
催
さ
れ
た
中
央
メ
ー
デ

ー
に
は
、
全
体
で
１
万
４
０

０
０
人
、
福
祉
保
育
労
か
ら

は
東
京
地
本
と
中
央
本
部
の

勤
め
て
い
る
方
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
い

っ
し
ょ
に
国
や
自
治
体
へ
訴

え
て
い
る
経
験
は
、
と
て
も

貴
重
で
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
本
部
は
、
横
浜

市
内
の
メ
ー
デ
ー
に
29
人
が

参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
ま
し
た
。

集
会
と
デ
モ
で
は
、
職
場
と

分
野
を
こ
え
た
横
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
初
参
加
の
組
合
員
か

ら
は
、「
保
育
だ
け
で
な
く

障
害
を
持
つ
方
や
動
物
園
に

新しいなかまも迎えて笑顔の神奈川県本部

中
央
メ
ー
デ
ー
集
会
で

東
京
地
本
と
中
央
本
部

の
組
合
員　
　
　
　
　

わたしの１票で政治が変わる
参院選クローズ

アップ

厚
生
労
働
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁
に

厚
生
労
働
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁
に

賃
上
げ
・
増
員
を
急
げ
と
訴
え

賃
上
げ
・
増
員
を
急
げ
と
訴
え

福
祉
職
員
の
賃
金
は
ど
う
な
っ
た
？

福
祉
職
員
の
賃
金
は
ど
う
な
っ
た
？

全
産
業　

全
産
業　

平
均
よ
り

平
均
よ
り
月月
８
万
円
も
低
い

８
万
円
も
低
い  

格
差
は
拡
大

格
差
は
拡
大

私
の
１
票
で
変
わ
る

私
の
１
票
で
変
わ
る

「
選
挙
に
行
こ
う
！
」と
よ
び
か
け
よ
う

「
選
挙
に
行
こ
う
！
」と
よ
び
か
け
よ
う

５
・
５
・
2323
中
央
行
動

中
央
行
動

一人ひとりの思いを一人ひとりの思いを
大切に寄り添える保育に大切に寄り添える保育に

やりたいことができるやりたいことができる
社会にしたい社会にしたい

　

５
月
23
日
、
福
祉
保
育
労

中
央
行
動
に
、
各
地
か
ら
87

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
体

会
で
処
遇
改
善
な
ど
に
む
け

た
課
題
を
学
習
し
た
あ
と
、

保
育
、
学
童
・
児
童
館
、
児

童
養
護
、
高
齢
、
障
害
、
社

協
・
事
業
団
の
６
分
野
に
分

か
れ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
と
厚

生
労
働
省
と
の
交
渉
を
お
こ

　

厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
で
は
、
過
去

に
10
万
円
以
上
あ
っ
た
全
産

業
平
均
と
の
賃
金
格
差
は
少

し
ず
つ
縮
ま
っ
て
き
た
も
の

の
、
昨
年
実
施
さ
れ
て
今
年

３
月
に
発
表
さ
れ
た
調
査
で

は
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
全
産
業
平
均
に
比
べ

て
、
月
額
で
手
当
な
ど
も
入

れ
て
８
万
円
以
上
も
低
い
状

況
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
政
党
が
選
挙

に
な
る
と
、
公
約
に
保
育
や

　

過
去
３
回
の
参
議
院
選
挙

の
投
票
率
は
50
％
前
後
で

す
。
前
回
の
20
代
の
投
票
率

は
33
・
39
％
と
、
投
票
し
た

の
は
３
人
に
１
人
で
、
60
代

な
い
ま
し
た
。
賃
上
げ
と
増

員
を
柱
に
、
組
合
員
が
深
刻

な
実
態
を
伝
え
、
施
策
の
改

善
を
求
め
ま
し
た
。
担
当
者

は
実
態
に
一
定
の
理
解
は
示

す
も
の
の
、
回
答
は
「
こ
れ

ま
で
累
次
の
処
遇
改
善
を
す

す
め
て
き
た
」
な
ど
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　

参
院
選
が
近
づ
く
な
か
、

介
護
な
ど
福
祉
職
員
の
処
遇

改
善
を
掲
げ
ま
す
。
賃
金
を

大
幅
に
引
き
上
げ
て
い
く
に

は
、
ど
の
政
党
が
ど
ん
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
も

の
半
分
程
度
で
す
。

　

衆
議
院
で
与
党
が
少
数
に

な
っ
た
な
か
、
今
回
の
「
わ

た
し
の
１
票
」
が
政
治
を
変

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
に
行
か
な
い
人
が
多
い

の
は
、
自
分
の
投
票
に
よ
っ

て
生
活
が
変
わ
る
と
思
え
な

い
こ
と
が
大
き
い
の
で
す
。

交
渉
後
は
有
楽
町
駅
前
に
移

動
し
て
50
人
以
上
が
宣
伝
行

動
に
参
加
。
６
人
が
マ
イ
ク

を
握
り
、
宣
伝
チ
ラ
シ
「
選

挙
に
行
こ
う
！
わ
た
し
の
１

票
で
政
治
が
変
わ
る
」
を
通

行
人
に
配
布
し
、「
政
治
を

変
え
よ
う
」「
投
票
に
行
こ

う
」
な
ど
と
、
大
き
く
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

見
極
め
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
が
続

く
中
、
社
会
的
に

は
大
手
企
業
を
中

心
に
賃
上
げ
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

政
治
の
力
で
賃
金

を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
福
祉

職
場
は
、
選
挙
結

果
の
影
響
を
大
き

く
う
け
ま
す
。
生

活
と
仕
事
の
状
況

政
治
の
影
響
を

自
分
ご
と
と
し
て

話
題
に
し
あ
お
う

　

選
挙
に
行
っ
て
い
な
い
人

も
、
福
祉
職
場
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
ほ
か
、
税
金
や
社

会
保
険
料
の
負
担
、
高
す
ぎ

る
教
育
費
、
奨
学
金
の
返
済

を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
政

策
に
よ
る
賃
上
げ
が
必
要

で
、
選
挙
に
行
っ
て
政
治
を

変
え
よ
う
と
、
話
題
に
し
ま

し
ょ
う
。

の
不
安
な
ど
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

政
治
に
よ
る
影
響
を
、
自

分
ご
と
と
し
て
話
題
に
し
あ

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
政
党

や
候
補
者
に
よ
っ
て
、
政
策

・
公
約
は
異
な
り
ま
す
。
誰

が
当
選
し
て
、
ど
の
政
党
が

何
議
席
獲
得
し
て
、
与
野
党

が
ど
う
な
る
か
な
ど
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
制

度
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
昨
秋
に
任
期

４
年
の
衆
議
院
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
た
関
係
で
、
衆
議
院

の
解
散
が
な
け
れ
ば
、
次
の

大
き
な
国
政
選
挙
は
３
年
後

の
参
議
院
選
挙
に
な
り
ま

す
。

　

選
挙
は
話
題
に
し
づ
ら
い

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
何
を
変
え
た
い
の
か
、

選
挙
に
何
を
思
う
の
か
、
出

さ
れ
た
声
を
頭
ご
な
し
に
否

定
せ
ず
、「
こ
こ
を
変
え
た

い
」「
こ
れ
を
実
現
し
た

い
」
な
ど
の
思
い
を
受
け
と

め
あ
っ
て
、
投
票
に
行
こ
う

と
よ
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

　「時間はかかるけど、自分で靴をはきた
い！」、「ごはんの時間だけど、楽しいからま
だあそびたい！」など、子どもたちは日々さ
まざまな場面で、自らの思いを素敵に表現し
てくれます。保育士の配置基準が今より良く
なって、もっと子どもたち一人ひとりの思い
を大切にして、寄り添えるような保育ができ
るようになればいいなと思います。

　僕が好きなことは、食べることのほか、家
族・友人との旅行やアウトドアなどです。み
なさんもいろいろな趣味やリフレッシュの方
法があると思いますが、思い通りにできてい
ますか？働き出して18年目になりますが、
年々我慢することが増えているように感じま
す。実質賃金の低下に、物価高はいつまで続
くのか…。政治を変えて、今の生活を変えた
い！やりたいことを思いっきりやりたい!!

東海地本
新瑞福祉会分会
本多　なみさん
（保育園）

大阪地本
こごせ福祉会分会
尾﨑　信吾さん
（障害福祉事業所）
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63.58
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（％）
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54.70 52.05

全体 60代 20代

（全体、60代、20代を抜粋）（全体、60代、20代を抜粋）

過去３回の参議院選挙の投票率過去３回の参議院選挙の投票率
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Myメッセージ

伝えたい！
力組合
の

チカラ

④福祉のなかま第398号 2025年６月号

　特集「福祉保育労に入ろうよ！」を読ん
で、労働組合の役割や大切さや活動を、新入
職員や未加入の人に、上手に伝えられるよう
に努力していきたいと思いました。今後も職
場のみんなで力をあわせて、働きやすい職場
をめざしていきたいです。

福祉保育労に入ろうよ！
神奈川県本部・ピヨピヨ保育園分会　小池　雄一朗さん

　４月に、待望の新しい職員さんが入ってき
ました。さっそく組合に加入をよびかけまし
た。２月の九州地方協議会の労働学校で学ん
だ「自分も相手も大切にする」誘いかけなど
を生かせたらと思いました。組合員で相談し
ながら働きかけると、加入してくれました。
それでもまだ、ホーム職員が埋まっておら
ず、土日祝日の支援に日中現場からの応援が
必要な状況です。

待望の新しい職員に
組合加入をよびかけて
福岡地本・つくしの里分会　石井　正史さん

　全国のみなさんの「3.13賃上げ・増員アク
ション」の報告特集を読んで、各地の熱い思
いを感じました。職場のなかま、法人のなか
ま、そして東海地本、全国のなかまの一員な
んだなと、心強くうれしい気持ちになりまし
た。

なかまがつながったアクション
東海地本・清明山保育園分会　石堂　友梨さん

　「伝えたい！組合の力」に、北海道地本の
深谷さんが登場されていました。毎年夏に、
救護施設部会としての厚労省交渉でお世話に
なってきて、不当労働行為に対するたたかい
なども聞いて知っていました。記事を読ん
で、本当によかったと安堵しました。くじけ
ることなくたたかいつづけられたこと、生活
保護制度や救護施設のことでも先頭に立って
活動されてきたことに敬意を表したいです。

不当労働行為に対する勝利
本当によかった！
大阪地本・大阪福祉事業財団分会　三藤　聡さん

い
対
応
に
助
け
ら
れ
、
団
体

交
渉
で
撤
回
さ
せ
ま
し
た
。

　

解
決
後
に
そ
の
活
動
と
分

会
の
存
在
を
知
り
、
同
僚
と

３
人
で
加
入
し
ま
し
た
。
数

年
後
、
今
度
は
自
分
が
勤
務

す
る
園
で
主
任
保
育
士
の
降

格
問
題
が
発
生
。
分
会
、
広

島
支
部
で
直
ち
に
交
渉
し
ま

し
た
が
、
法
人
か
ら
明
確
な

降
格
理
由
が
聞
け
ず
提
訴
に

至
り
ま
し
た
。今
年
３
月
、勝

訴
し
た
時
に
原
告
の
仲
間
が

「
組
合
が
あ
っ
た
か
ら
、こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
」
と
述
べ
た

こ
と
を
聞
き
、
組
合
が
ひ
と

り
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
法
人
が
控
訴

し
、
た
た
か
い
は
長
期
戦
に

な
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
を
通

じ
て
県
労
連
の
幹
事
に
な

り
、
要
請
支
援
な
ど
に
と
り

く
み
、
他
労
組
の
運
動
を
学

び
ま
し
た
。
職
場
は
離
れ
ま

し
た
が
、
最
後
ま
で
勝
利
を

め
ざ
し
て
組
合
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

福
祉
保
育
労
と
の
出
会
い

は
、
28
年
前
、
広
島
市
の
民

主
園
で
働
き
始
め
た
時
で

す
。
労
使
が
対
等
に
話
し
あ

う
組
合
活
動
に
魅
力
を
感
じ

て
加
入
し
ま
し
た
。
10
年
あ

ま
り
働
き
、
別
法
人
が
運
営

す
る
こ
ど
も
園
に
移
り
ま
し

た
。
個
人
加
盟
を
考
え
て
い

た
頃
、
法
人
内
の
他
園
で
園

長
の
不
当
降
格
問
題
が
発
生

し
、
撤
回
を
求
め
て
分
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員

が
少
数
の
分
会
で
し
た
が
、

広
島
支
部
や
他
分
会
の
素
早

一緒に知って学んでいこう
人との絆が強くなる

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
発
散

法
】
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
る
。
夫
と
釣
り
に
行
く

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶７月15日
発表▶2025年８・９月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

広島支部　点在組合員

小田　幸
ゆき

枝
え

さん

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
～
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①�

歌
麿
・
写
楽
・
北
斎
・
広
重

と
言
え
ば
？

④
周
辺
を
警
戒
す
る
…
…
番

⑦�

目
に
見
え
る
範
囲
。
…
…
が

広
い

⑧�

台
所
用
品
な
ど
に
使
わ
れ
る

サ
ビ
に
く
い
鋼
材

⑩
陶
器
作
り
に
使
う
回
転
台

⑫
わ
ら
で
作
っ
た
ロ
ー
プ

⑬�

物
事
を
進
め
る
方
向
。
議
案

書
で
運
動
の
…
…
を
提
起
す

る
⑮
卵
で
食
べ
ら
れ
な
い
部
分

⑯
干
潮
←
→
…
…
潮�

⑰�

肉
体
的
、
精
神
的
な
緊
張
状

態
。
…
…
が
た
ま
る

⑲
「
Ｎ
」
で
表
す
方
角

⑳
物
の
あ
る
場
所
。
宝
の
…
…

�
運
動
選
手
を
英
語
で

�
包
丁
の
…
…
味
が
に
ぶ
る

��

布
や
皮
な
ど
を
ぬ
い
あ
わ
せ

る
機
械

�
「
鬼
灯
」
の
読
み
方
は
？

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
…
…
の
正
面
だ
あ
れ

②�

「
台
本
」「
シ
ナ
リ
オ
」
と
も

言
い
ま
す

③�

洋
服
の
サ
イ
ズ
で
Ｌ
や
Ｍ
よ

り
も
小
さ
い

④
人
々
の
間
に
伝
わ
る
昔
話

⑤�

よ
い
天
気
。
…
…
の
ち
く
も

り
⑥�
日
本
で
は
解
雇
と
同
様
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
言
葉

⑨�

貸
し
ビ
ル
な
ど
の
借
り
主
を

英
語
で

⑪�

配
管
の
劣
化
で
水
が
漏
れ
だ

す
…
…
水�

⑭�

姉
妹
を
英
語
で
言
う
と
？

⑮
皮
膚
の
表
面
の
軽
い
傷

⑯�

米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
の
海
岸
で

有
名
な
観
光
保
養
都
市

⑱�

中
が
ほ
ぼ
生
の
ス
テ
ー
キ
の

焼
き
加
減

⑲�

ビ
ー
ル
の
業
界
ト
ッ
プ
２
社

は
ア
サ
ヒ
と
…
…

�
…
…
も
山
の
に
ぎ
わ
い

��

握
る
、
巻
く
、
ま
ぜ
る
な
ど

の
調
理
法
が
あ
る

��

歩
い
て
行
く
こ
と
。
駅
か
ら

…
…
５
分

３
９
６
号
（
２
０
２
５
年
４
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
９
６
号
の
答
え
は
、「
シ

ャ
ボ
ン
ダ
マ
」
で
し
た
。
応
募

は
29
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

植
田　

三
結
さ
ん

（
東
海
地
本
・
清
明
山
保
育
園
分
会
）

坪
井　

佳
奈
子
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

青
木　

正
行
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
コ
ス
モ
ス
分
会
）

肥
後　

慎
一
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
福
祉
会
分
会
）

石
井　

正
史
さ
ん

（
福
岡
地
本
・
つ
く
し
の
里
分
会
）

４月号を読んで

７月１日から新しい共済期間になります

福祉保育労おしらせ・おさそいキャンペーン福祉保育労おしらせ・おさそいキャンペーン

　福祉保育労と福祉保育労共済を、まだ入っていない人に知らせ、
加入をよびかける「おしらせ・おさそいキャンペーン」は、４月か
ら６月末までです。
　「福祉のなかま」や組合リーフを手渡し、福祉保育労を知らせて
組合と共済の加入をよびかけましょう。
　６月末までのキャンペーン期間中に新規でワンコイン共済に加入
すると、組合加入歴にかかわらず、クオカードをプレゼント！
　共済会に新規加入の申し込みが届き始めています。
　このチャンス、お見逃しなく！

６月中の加入でクオカード贈呈！ 「入っててよかった」の声も、ぞくぞく！

●�個人共済（ワンコイン・医療・生命・
交通災害）加入のみなさんへ
　加入口数の変更や、登録内容（住所・
氏名・所属等）に変更がある場合は、書
類の変更箇所に二重線を引き、変更内容
を赤字で記入し返送してください。
☆�返送のない場合は、自動継続更新とな
ります。

●分会共済担当者のみなさんへ
　必ず期日までに以下の２つの手続きを
おこなってください。遅れると給付に影
響が出ることもあります。
　①�分会慶弔共済申込書・登録者名簿の

提出（郵送）
　②掛金の送金（郵便振替）
※�分会慶弔共済は、「分会が加入」する
共済です。「分会みんなで入ろう」の
位置づけを。

★�共済の継続手続きのご案内を５月中に発送しました。共
済の契約期間は７月から翌年６月末までです。６月16日
までに手続きをお願いします。

加入するなら　

今がチャンス！

●医療費の負担が多い中、休業給付に助けられました!
●�治療が継続しているときに給付され、治療に前向き
になれました！

●インフルエンザでも給付をもらえて助かりました！


